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して，SC とスクールソーシャルワーカー（以下 SSW）が併記された（文部科学省, 2015）。平成 29（2017）年には，学
校教育法規則の一部を改正する省令（平成29年文部科学省省令第24号）により，法律に明文化されるまでに至っており，
こういった流れはSCの常勤化を示唆するものである（西井,2016）。 


































































































































F1 F2 F3 h 2 M SD
第１因子：SC自身のスキル不足（α＝.89）
1.04 -.19 .17 .96 1.92 1.04
.96 -.03 .01 .90 2.00 1.08
.81 .03 -.10 .68 2.21 0.76
.52 .07 .18 .37 1.88 0.73
第２因子：物理的・精神的余裕のなさ（α＝ .77）
-.05 .76 .13 .62 2.68 0.99
-.18 .71 .25 .57 2.68 0.90
.11 .70 -.09 .54 2.16 0.80
第３因子：教員側の意識の低さ（α＝.90）
.04 .08 .90 .87 2.32 0.90
.08 .05 .84 .76 2.44 1.04
削除項目
.54 .58 -.22 .87 2.32 0.80
F1 ― .50 * .11
F2 ― ― .32
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 1．不登校やいじめ、非行などで不適応を起こしている子どもに対応することができる 3.36 0.49
 2．不適応を起こしている子どもの保護者に対応することができる 3.48 0.51
 3．不適応を起こしている子どもや保護者への対応について教員にコンサルテーションをすることができる 3.52 0.51
 4．不登校やいじめ、非行などで不適応を起こしそうな子どもに対応することができる 3.36 0.45
 5．不適応を起こしそうな子どもの保護者に対応することができる 3.32 0.76
 6．不適応を起こしそうな子どもや保護者への対応を教員にコンサルテーションすることができる 3.36 0.49
 7．予防のために、全ての子どもたちに適応力を高めるためのワークや授業ができる 2.76 0.88
 8．予防のために、全ての子どもたちに家庭でできる声かけや関わり方を保護者に教えることができる 2.92 0.76








低群 高群 低群 高群 低群 高群
ｎ 9 16 9 16 9 16
M 2.64 1.64 2.74 2.38 2.39 2.38
SD 0.74 0.58 0.80 0.71 1.05 0.89
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